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３．スクールソーシャルワーカー

の配置について 

（ １ ） 令 和 ２ 年 度 県全 体 の   

スクールソーシャルワーカー

１人当たりの受持ち学校数と

相談件数の状況はどうか。 
 
 
（２）令和２年度の各教育事務所

管内のスクールソーシャル 

ワーカー１人当たりの相談 

件数の最大値はどうか。 
 
 
 
（３）市町村における複数配置を

進めていく必要があるが、  

今後の方向性はどうか。 

 
 
 
 
 
 
（ ４ ） ス ク ー ル ソ ーシ ャ ル   

ワーカーの専門性の向上や 

地域での連携ネットワーク 

づくりをどのように進めて 

いくのか。 
 
 
 
 
 
 

 

令和２年度に配置したスクールソーシャル

ワーカーの受持ち学校数は、全県平均で  

約２４校、また、相談件数の全県平均は、  

約３３１件になります。 

 

 

 

 

令和２年度、教育事務所ごとのスクール 

ソーシャルワーカー１人当たり相談件数の 

最大値は、葛南教育事務所管内１，５８９件、

東葛飾１，０８７件、北総６８２件、東上総 

５７０件、南房総７９７件となっております。 

 

 

  スクールソーシャルワーカーのニーズが、

全県的に高まっていることから、９月から 

各教育事務所に２名ずつ、計１０名を   

追加配置し、要請の多くなっている地域に    

重点的に派遣するなど、柔軟に、機動的に  

対応できる体制を整備していきたいと考えて

おります。 

 

 

年 間 ７ 回 の 研 修 会 で は 、 ス ク ー ル    

カウンセラーや市町村教育委員会の担当者と

合同で研修する機会を設け、また、教育事務所

ごとに行う情報共有会では、小・中・高の枠を

超 え た 事 例 検 討 や 関 係 機 関 に 関 す る    

情報交換等を実施しており、今後も専門性の

向上や相互の連携を図ることができるよう 

努めてまいります。 

 

教育長 

冨塚 昌子 

 



 
（要望） 
  ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル   

ワーカーについては、国では、 

全中学校区に配置との方針が

示されており、県ではまだ 

不 足 し て い る た め 、 更 に   

増員し、勤務体系を変え、安心

して継続して専門性を磨く 

こ と が で き る よ う な 環 境  

づくりをお願いしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


